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(57)【要約】
２つの管状の物体を接続するための装置であって、接続 
片ハウジングと固定要素とを有し、固定要素が、接続片 
ハウジングの受け口に対して相補的な形状であって、受 
け口内に回転可能に配置され、接続片を受け入れるため 
の挿入口を有し、固定要素が、周方向に互いに間隔を空 
けて配置周方向に互いに間隔を空けて配置された固定タ 
ブを有し、各固定タブが接続片の形状特徴に係合するた 
めの径方向内側に向く固定体を備え、第１の位半径方向 
位置から半径方向外側にある第２の半径方向位置へ移動 
可能である。接続片ハウジングが、各固定タブに対して 
、半径方向内側に傾斜し、固定タブが支持面によって接 
触する傾斜面を有し、傾斜面と支持面とは、固定要素が 
第１の方向へ回転することによって、固定タブが第２の 
半径方向位置に押し出され、無負荷状態において固定タ 
ブが第１の位置に弾性復元することによって、第１の方 
向とは反対の第２の方向に回転して戻されるように形成 
されている。
【選択図】図１

審査請求　有　予備審査請求　未請求　（全16頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ２ つ の 管 状 の 物 体 を 接 続 す る た め の 装 置 （ ２ ） で あ っ て 、
　 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） と 固 定 要 素 （ １ ２ ） と を 有 し 、
　 前 記 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） が 、 受 け 口 （ ８ ） を 有 す る ス リ ー ブ 部 分 （ ６ ） を 備 え 、
　 前 記 固 定 要 素 （ １ ２ ） が 、 前 記 受 け 口 （ ８ ） に 対 し て 相 補 的 な 形 状 で あ っ て 前 記 受 け 口  
（ ８ ） 内 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ 、 接 続 片 （ ５ ６ ） を 受 け 入 れ る た め の 挿 入 口 （ １ ４ ） を 有  
し 、
　 前 記 固 定 要 素 （ １ ２ ） が 、 周 方 向 に 互 い に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ た 固 定 タ ブ （ １ ６ ） を  
有 し 、
　 各 該 固 定 タ ブ （ １ ６ ） が 、 挿 入 さ れ た 前 記 接 続 片 （ ５ ６ ） の 形 状 特 徴 （ ５ ８ ） に 係 合 す  
る た め の 半 径 方 向 内 側 に 向 く 固 定 体 （ １ ８ ） を 備 え 、 第 １ の 半 径 方 向 位 置 か ら 半 径 方 向 外  
側 に あ る 第 ２ の 半 径 方 向 位 置 へ 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） が 、 各 前 記 固 定 タ ブ （ １ ６ ） に 対 し て 、 半 径 方 向 内 側 に 傾  
斜 し 、 各 前 記 固 定 タ ブ （ １ ６ ） が 支 持 面 （ ２ ２ ） に よ っ て 接 触 す る 傾 斜 面 （ ２ ０ ） を 有 し  
、
　 該 傾 斜 面 （ ２ ０ ） と 前 記 支 持 面 （ ２ ２ ） と は 、 前 記 固 定 要 素 （ １ ２ ） が 接 続 片 ハ ウ ジ ン  
グ （ ４ ） の 中 心 軸 （ ２ ４ ） 回 り に 第 １ の 方 向 に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 前 記 固 定 タ ブ （ １  
６ ） が 前 記 第 ２ の 半 径 方 向 位 置 に 押 し 出 さ れ 、 無 負 荷 状 態 に お い て 前 記 固 定 タ ブ （ １ ６ ）  
が 前 記 第 １ の 位 置 に 弾 性 復 元 す る こ と に よ っ て 、 前 記 固 定 要 素 （ １ ２ ） が 、 前 記 第 １ の 方  
向 と は 反 対 の 第 ２ の 方 向 に 回 転 し て 戻 さ れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 装 置 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 固 定 タ ブ （ １ ６ ） が 、 半 径 方 向 に 弾 性 を 有 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記  
載 の 装 置 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 傾 斜 面 （ ２ ０ ） が 、 半 径 方 向 外 側 の 第 １ 部 分 （ ２ １ ） と 半 径 方 向 内 側 の 第 ２ 部 分 （  
３ ５ ） と を 有 し 、 前 記 第 １ 部 分 （ ２ １ ） が 直 線 的 に 延 び 、 前 記 第 ２ 部 分 （ ３ ５ ） が 前 記 第  
１ 部 分 （ ２ １ ） よ り も 大 き く 半 径 方 向 内 側 に 傾 斜 し て い る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載  
の 装 置 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 固 定 要 素 （ １ ２ ） が 、 各 固 定 タ ブ （ １ ６ ） に 対 し て 半 径 方 向 の 凹 部 （ ３ ６ ） を 有 し  
、 前 記 傾 斜 面 （ ２ ０ ） が 前 記 凹 部 （ ３ ６ ） 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 凹 部 （ ３ ６ ） の 前 記 周 方 向  
の 端 部 （ ３ ８ ） に お い て 終 端 す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 （ ２  
） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 周 方 向 の 前 記 端 部 （ ３ ８ ） に お け る 前 記 傾 斜 面 （ ２ ０ ） が 、 中 心 軸 （ ２ ４ ） に 垂 直  
な 平 面 上 に 位 置 し 、 前 記 凹 部 （ ３ ６ ） を 通 っ て 中 心 方 向 に 延 び る 第 １ の 半 径 線 （ ｒ １ ） に  
対 し て 第 １ の 角 度 （ α ） を 形 成 し 、 該 第 １ の 角 度 （ α ） が ７ ２ ° か ら ７ ４ ° の 範 囲 に あ る  
請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 丸 み を 帯 び た 移 行 部 分 （ ３ ４ ） が 、 前 記 第 １ 部 分 （ ２ １ ） と 前 記 第 ２ 部 分 （ ３ ５ ） と の  
間 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 丸 み を 帯 び た 移 行 部 分 （ ３ ４ ） が 、 前 記 第 １ 部 分 （ ２ １ ） お よ び 前 記 第 ２ 部 分 （ ３  
５ ） に 、 接 線 を 共 通 に し て 隣 接 し て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 固 定 タ ブ （ １ ６ ） が 、 前 記 挿 入 口 （ １ ４ ） か ら 離 れ 、 か つ 、 そ れ ぞ れ の 支 持 面 （ ２  
２ ） が 配 置 さ れ た 自 由 端 （ ２ ８ ） を 有 す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の  
装 置 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 支 持 面 （ ２ ２ ） が 、 導 入 部 分 （ ４ ０ ） お よ び 移 行 部 分 （ ４ ２ ） を 有 し 、 前 記 導 入 部  
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分 （ ４ ０ ） が 半 径 方 向 内 側 に 傾 斜 し 、 前 記 移 行 部 分 （ ４ ２ ） が 半 径 方 向 外 側 に 傾 斜 し て い  
る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 導 入 部 分 （ ４ ０ ） お よ び 前 記 移 行 部 分 （ ４ ２ ） が 、 前 記 導 入 部 分 （ ４ ０ ） お よ び 前  
記 移 行 部 分 （ ４ ２ ） に 接 線 を 共 通 に し て 隣 接 す る 湾 曲 部 分 （ ４ ４ ） を 挟 ん で 配 置 さ れ て い  
る 請 求 項 ８ に 記 載 の 装 置 （ ２ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 導 入 部 分 （ ４ ０ ） が 、 対 応 す る 固 定 タ ブ （ １ ６ ） の 前 記 周 方 向 の 境 界 縁 上 に 配 置 さ  
れ 、 中 心 軸 （ ２ ４ ） に 垂 直 な 平 面 上 に 位 置 し 、 前 記 固 定 タ ブ （ １ ６ ） を 通 っ て 中 心 方 向 に  
延 び る 第 ２ の 半 径 線 （ ｒ ２ ） に 対 し て 第 ２ の 角 度 （ β ） を 形 成 し 、 該 第 ２ の 角 度 （ β ） が  
５ ５ ° か ら ６ ５ ° の 範 囲 に あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 装 置 （ ２ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ の 位 置 に お け る 前 記 固 定 タ ブ （ １ ６ ） が 、 前 記 凹 部 （ ３ ６ ） を 越 え て 半 径 方 向  
外 側 に 突 出 し 、 開 い た 装 置 を 表 示 す る た め の 表 示 要 素 と し て 機 能 す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 装  
置 （ ２ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 固 定 要 素 （ １ ２ ） が 、 回 転 を 開 始 さ せ る た め の 少 な く と も １ つ の グ リ ッ プ 要 素 （ ４  
６ ） を 有 す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 （ ２ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 前 提 部 （ プ リ ア ン ブ ル ） に 記 載 の ２ つ の 管 状 の 物 体 を 接 続 す る た  
め の 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 装 置 は 、 主 に 剛 性 の あ る 形 状 を 有 し 、 固 体 材 料 か ら 構 成 さ れ る 管 状 の 物 体 を  
互 い に 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ の 上 部 に 配 置 さ  
れ 、 管 状 の 物 体 の １ つ に 差 し 込 む こ と が で き る 接 続 片 を 有 す る 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ を 使 用 す  
る こ と が 知 ら れ て い る 。 他 方 の 管 状 の 物 体 は 、 接 続 片 の 形 態 で 構 成 さ れ て も よ い し 、 あ る  
い は そ れ を 備 え て も よ い 。 そ の 後 、 該 接 続 片 は 、 そ の よ う な 装 置 の 挿 入 端 に 挿 入 さ れ 、 そ  
こ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 既 知 の 装 置 で は 、 手 動 で 固 定 し 、 固 定 さ れ た 状 態 を 目 視 で 確 認 す る 必 要 が あ る 。 し か し  
、 こ れ は 、 複 雑 な 技 術 シ ス テ ム に お い て 接 近 す る こ と が 困 難 な 位 置 で は 、 複 雑 ま た は 困 難  
で あ る 可 能 性 が あ る 。 さ ら に 、 ３ つ 以 上 の 部 品 を 使 用 す る こ と に よ り 、 既 知 の 装 置 は 複 雑  
で あ り 、 し た が っ て そ の 製 造 に 費 用 が か か る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 国 際 公 開 第 ２ ０ ０ ５ ／ ０ ４ ７ ７ ５ ３ 号 は 、 ２ つ の 硬 い 管 状 の 物 体 を 接 続 す る た め の 連 結  
装 置 を 開 示 し て お り 、 こ の 装 置 は 、 ソ ケ ッ ト 部 分 、 プ ラ グ 部 分 、 お よ び そ の 間 に 取 り 付 け  
る こ と が で き る ス リ ー ブ 状 の 要 素 を 備 え て い る 。 弾 性 の 舌 部 が 、 構 成 要 素 を 互 い に は め 合  
わ せ る た め に 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 ２ つ の 管 状 の 物 体 を 接 続 す る た め の 装 置 を 提 案 す る こ と で あ り 、 こ の  
装 置 に お い て は 、 固 定 が 確 実 な 方 法 で か つ 過 度 の 労 力 を 必 要 と せ ず 、 可 能 な 限 り コ ス ト 効  
率 の よ い 製 造 が 可 能 で あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 主 な 特 徴 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 の 部 分 に 明 記 さ れ て い る 。 実 施 形 態 は 、 請 求 項 ２  
～ １ ３ の 主 題 を 形 成 し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ２ つ の 管 状 の 物 体 を 接 続 す る た め の 装 置 が 提 案 さ れ て お り 、 こ の 装 置 は 、 接 続 片 ハ ウ ジ  
ン グ と 固 定 要 素 と を 有 し 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ が 、 受 け 口 を 有 す る ス リ ー ブ 部 分 を 備 え 、 固  
定 要 素 が 、 受 け 口 に 対 し て 相 補 的 な 形 状 で あ っ て 、 受 け 口 内 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ 、 接 続  
片 を 受 け 入 れ る た め の 挿 入 口 を 有 し 、 固 定 要 素 が 、 周 方 向 に 互 い に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ  
た 固 定 タ ブ を 有 し 、 各 固 定 タ ブ が 、 挿 入 さ れ た 接 続 片 の 形 状 特 徴 に 係 合 す る た め の 半 径 方  
向 内 側 に 向 く 固 定 体 を 備 え 、 第 １ の 半 径 方 向 位 置 か ら 半 径 方 向 外 側 に あ る 第 ２ の 半 径 方 向  
位 置 へ 移 動 可 能 で あ る 。 本 発 明 に よ る と 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ が 、 各 固 定 タ ブ に 対 し て 、 半  
径 方 向 内 側 に 傾 斜 し 、 各 固 定 タ ブ が 支 持 面 に よ っ て 接 触 す る 傾 斜 面 を 有 し 、 傾 斜 面 と 支 持  
面 と は 、 固 定 要 素 が 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ の 中 心 軸 回 り に 第 １ の 方 向 に 回 転 す る こ と に よ っ て  
、 固 定 タ ブ が 第 ２ の 半 径 方 向 位 置 に 押 し 出 さ れ 、 無 負 荷 状 態 に お い て 固 定 タ ブ が 第 １ の 位  
置 に 弾 性 復 元 す る こ と に よ っ て 、 固 定 要 素 が 、 第 １ の 方 向 と は 反 対 の 第 ２ の 方 向 に 回 転 し  
て 戻 さ れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ の 結 果 、 こ の 装 置 は 、 ２ つ の 管 状 の 物 体 を 互 い に 接 続 す る よ う に 構 成 さ れ 、 そ の 一 方  
は 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ に 結 合 可 能 で あ り 、 他 方 は 、 固 定 要 素 の 挿 入 口 へ 挿 入 す る た め の 接 続  
要 素 、 例 え ば 、 接 続 片 を 有 す る 。 し か し 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ に 構 成 す る こ と が で き る 他 の  
装 置 も ま た 考 え ら れ る 。 こ の 構 成 は 、 本 発 明 に と っ て 、 装 置 の 機 能 に と っ て 本 質 的 な も の  
で は な く 、 以 下 、 限 定 的 に 解 釈 さ れ る こ と を 意 図 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 固 定 要 素 は 、 振 動 、 慣 性 力 、 ま た は そ の 中 を 流 れ る 流 体 な ど に よ っ て 、 接 続 要 素 が 固 定  
要 素 か ら 自 然 に 抜 け 出 な い よ う に 、 接 続 要 素 を 挿 入 状 態 で 固 定 す る た め に 設 け ら れ て い る  
。 こ の 目 的 の た め に 、 接 続 要 素 は 、 外 側 側 面 上 に １ つ 以 上 の 周 方 向 溝 を 有 し 、 そ の 中 に 固  
定 タ ブ の 固 定 体 が 径 方 向 に 貫 通 す る こ と が で き る よ う に し 得 る 。 こ れ に よ り 、 接 続 要 素 は  
、 軸 方 向 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 固 定 要 素 お よ び ス リ ー ブ 部 分 は 、 互 い に 相 補 的 な 方 法 で 構 成 さ れ て お り 、 固 定 要 素 は 、  
好 ま し く は 、 受 け 口 に お い て 異 な る 方 法 で ラ ッ チ さ れ る か ま た は 固 定 さ れ る よ う に な っ て  
い る 。 こ の 目 的 の た め に 、 半 径 方 向 の 凹 部 が 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ 、 固 定 タ ブ ま た  
は そ れ に 接 続 さ れ た 要 素 の 一 部 が そ こ に 突 出 す る こ と が 可 能 で あ り 得 る 。 こ の こ と は 、 以  
下 で さ ら に 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 固 定 要 素 は 、 挿 入 開 口 部 を 有 す る ほ ぼ 環 状 ま た は ス リ ー ブ 状 の 基 部 を 有 し て も よ い 。 固  
定 タ ブ は 、 挿 入 口 か ら 離 れ た 固 定 要 素 の 側 面 に お い て 軸 方 向 に 延 在 し て い て も よ い 。 固 定  
要 素 の 基 部 は 、 固 定 要 素 を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 固 定 タ ブ を 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ の 周 方 向  
に 移 動 可 能 と な る よ う に 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ に 回 転 可 能 に 結 合 さ れ て も よ い 。 円 周 上 に ２  
つ 、 ３ つ 、 ４ つ ま た は そ れ 以 上 の 固 定 タ ブ を 配 す る こ と が 有 利 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 固 定 タ ブ と 重 な る 領 域 の １ つ に お い て 、 そ れ ぞ れ の 場 合 の 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ は 、 傾 斜 面  
を 有 し 、 固 定 タ ブ の 対 応 す る 支 持 面 は そ の 上 に 載 っ て い る 。 こ の 場 合 、 傾 斜 面 は 、 固 定 要  
素 を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 支 持 面 が 傾 斜 面 上 を ス ラ イ ド す る よ う に 、 そ れ ぞ れ 半 径 方  
向 内 側 に 傾 斜 し て い る 。 傾 斜 面 の 半 径 方 向 内 側 に 向 け ら れ た 傾 斜 に よ り 、 固 定 タ ブ の 半 径  
方 向 外 側 に 向 け ら れ た 移 動 が 、 第 １ の 方 向 へ の 回 転 と そ れ に 伴 う ス ラ イ ド に よ っ て 行 わ れ  
る 。 固 定 要 素 を 解 放 す る こ と に よ っ て 、 支 持 面 は 、 対 応 す る 傾 斜 面 に 押 し 付 け ら れ 、 そ れ  
に よ っ て 、 固 定 要 素 が 反 対 の 方 向 の 第 ２ の 方 向 に 回 転 し て 戻 さ れ る 。 同 時 に 、 固 定 タ ブ は  
再 び 第 １ の 位 置 に 達 す る 。 支 持 面 お よ び 傾 斜 面 は 、 妨 げ ら れ る こ と な く 回 転 し て 戻 る こ と  
が で き る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ る 装 置 の 特 に 優 れ た 点 は 、 挿 入 口 に お け る 接 続 片 の 簡 単 な 組 立  
お よ び 簡 単 な 取 り 外 し が 可 能 で あ る こ と で あ る 。 ユ ー ザ は 、 固 定 タ ブ を 半 径 方 向 外 側 に 押  
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し 出 し 、 そ れ に よ っ て 接 続 片 ま た は 別 の 接 続 要 素 が 解 放 さ れ る か 、 ま た は 挿 入 さ れ 得 る よ  
う に 、 固 定 要 素 を 第 １ の 方 向 に 回 転 さ せ る だ け で よ い 。 固 定 要 素 は そ の 後 回 転 し て 戻 さ れ  
、 固 定 タ ブ は 第 １ の 半 径 方 向 位 置 に 戻 さ れ る の で 、 ユ ー ザ は 接 続 片 の 挿 入 後 に さ ら な る 作  
業 ス テ ッ プ を 行 う 必 要 は な い 。 そ の 結 果 、 本 発 明 に よ る 装 置 は 、 最 終 組 立 品 に お い て さ ら  
な る 管 状 の 物 体 に 続 け て 取 り 付 け ら れ る よ う に 、 サ ブ ア セ ン ブ リ の 接 続 要 素 上 に 配 置 さ れ  
て も よ い 。 装 置 の 設 計 に よ り 、 装 置 が 接 続 片 か ら 解 放 さ れ な い よ う に す る こ と も 可 能 で あ  
る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の サ ブ ア セ ン ブ リ は 、 簡 略 化 さ れ た 方 法 で 組 み 立 て る こ と が で き  
る 。 自 動 ロ ッ ク に よ り 、 装 置 は 常 に 閉 じ た 状 態 、 す な わ ち 接 続 ま た は 非 接 続 の 状 態 に あ る  
。 従 っ て 、 装 置 が 開 放 状 態 の ま ま で あ る こ と は あ り 得 な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 固 定 タ ブ が 、 半 径 方 向 に 弾 性 を 有 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 半 径 方  
向 の 弾 性 は 、 例 え ば 、 そ れ に 適 し た プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を 選 択 す る こ と に よ っ て 確 保 す る こ  
と が で き る 。 固 定 タ ブ は 、 固 定 要 素 が 無 負 荷 状 態 に お い て 用 い る 基 本 的 な 形 状 を 有 す る 。  
固 定 タ ブ が 傾 斜 面 上 を ス ラ イ ド す る と き に 外 側 に 作 用 す る 半 径 方 向 の 力 を 受 け る と 、 半 径  
方 向 に 偏 向 す る 動 作 を 行 う こ と に よ っ て こ の 力 に 追 従 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 特 に  
そ の た め の 領 域 を 構 成 す る こ と が 都 合 が よ い 。 以 下 に さ ら に 説 明 す る よ う に 、 こ の 領 域 は  
、 そ れ ぞ れ の 場 合 に お い て 、 固 定 タ ブ の 自 由 端 に 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 傾 斜 面 が 、 半 径 方 向 外 側 の 第 １ 部 分 と 半 径 方 向 内 側 の 第 ２ 部 分 と を 有 し 、 第 １ 部 分 が 直  
線 的 に 延 び 、 第 ２ 部 分 が 第 １ 部 分 よ り も 大 き く 半 径 方 向 内 側 に 傾 斜 し て い る と 、 さ ら に 有  
利 で あ る 。 こ の よ う に 、 第 １ 部 分 は 、 連 続 的 に 直 線 的 で あ る 平 面 的 な 面 を 有 す る 。 そ の 結  
果 、 第 １ 部 分 は 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ の 中 心 軸 に 直 交 す る 平 面 に お い て 直 線 的 な 断 面 を 形 成  
す る 。 こ の た め 、 第 ２ 部 分 は 、 斜 め に な り 、 よ り 大 き く 内 側 に 傾 斜 し て い る 。 こ れ は 、 第  
２ 部 分 が 第 １ 部 分 よ り も 傾 斜 面 の 延 び る 方 向 に お け る 半 径 方 向 内 側 に 大 き く 移 動 す る こ と  
を 意 味 す る 。 固 定 要 素 を 回 転 さ せ る と き 、 支 持 面 は 、 最 初 に 第 ２ 部 分 と 接 触 し 、 そ の 後 、  
第 １ 部 分 上 に ス ラ イ ド す る 。 第 ２ 部 分 は 、 固 定 タ ブ の よ り 大 き な 初 期 曲 げ を も た ら し 、 そ  
の 後 の 曲 げ の 増 加 、 す な わ ち 第 １ 部 分 に 到 達 し た と き の 曲 げ の 増 加 は 、 わ ず か に 弱 く な る  
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 部 分 は 、 中 心 軸 に 対 し て 垂 直 に 位 置 す る 平 面 に お い て 、 中 心 軸 を 越 え て 延 び る 方 向  
軸 を 規 定 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 第 1 部 分 は 、 １ ８ ０ ° よ り か な り 小 さ い 中 心 角 を  
有 す る 円 形 部 分 を 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ 上 に 画 定 す る こ と が で き る 。 傾 斜 面 の 半 径 方 向 外 側 の  
端 部 に 形 成 さ れ 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ の 円 周 面 上 に 位 置 す る 接 線 に 対 す る 第 １ 部 分 の 角 度 は  
、 例 え ば 、 ４ ５ ° よ り か な り 小 さ く な り 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 固 定 要 素 が 、 各 固 定 タ ブ に 対 し て 半 径 方 向 の 凹 部 を 有 し 、 傾 斜 面 が 凹 部 内 に 配 置 さ れ 、  
凹 部 の 周 方 向 の 端 部 に お い て 終 端 し て い る こ と が 好 ま し い 。 そ の よ う な 凹 部 は 、 固 定 タ ブ  
を 受 け 入 れ る の に 適 し て い る 。 固 定 タ ブ は 、 そ の 後 、 少 な く と も 部 分 的 に 半 径 方 向 外 側 に  
強 制 的 に 移 動 さ せ る こ と が で き る か も し れ ず 、 そ の 場 合 、 凹 部 に よ っ て 十 分 な 動 き の 自 由  
を 得 ら れ る 。 凹 部 は 、 さ ら に 、 固 定 要 素 と 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ と を 一 緒 に 押 し 込 む こ と に よ  
っ て 装 置 が 組 み 立 て ら れ 、 固 定 タ ブ が そ れ に 適 し た 形 状 の 特 徴 に よ っ て 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ  
に 保 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 周 方 向 の 端 部 に お け る 傾 斜 面 が 、 中 心 軸 に 垂 直 な 平 面 上 に 位 置 し 、 凹 部 を 通 っ て 中 心 方  
向 に 延 び る 第 １ の 半 径 線 に 対 し て 第 １ の 角 度 を 形 成 し 、 第 １ の 角 度 が ７ ２ ° か ら ７ ４ ° の  
範 囲 で あ る と 、 特 に 好 ま し い 。 第 １ の 半 径 線 は 、 対 称 線 ま た は 中 心 線 を 形 成 し 、 中 心 軸 に  
垂 直 に 位 置 す る 平 面 に お い て 凹 部 を 通 っ て 中 心 方 向 に 延 び る こ と が で き る 。 傾 斜 面 は 、 周  
方 向 側 で 凹 部 の 端 部 に 配 置 さ れ 、 支 持 面 を 有 す る 固 定 タ ブ は 、 周 方 向 側 で こ の 端 部 に 向 か  
っ て 移 動 し な け れ ば な ら な い の で 、 支 持 面 は 、 傾 斜 面 に よ っ て 半 径 方 向 外 側 に 押 し 出 さ れ  
る 。 特 に 、 第 １ の 角 度 の 大 き さ は 、 支 持 面 が 半 径 方 向 外 側 に 移 動 す る よ う に 選 択 さ れ る 。  
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傾 き や 詰 ま り が 防 止 さ れ る よ う に 、 角 度 は 前 述 の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し く は 、 丸 み を 帯 び た 移 行 部 分 が 、 第 １ 部 分 と 第 ２ 部 分 と の 間 に 配 置 さ れ 、 当 該 丸  
み を 帯 び た 移 行 部 分 が 、 第 １ 部 分 お よ び 第 ２ 部 分 に 、 接 線 を 共 通 に 隣 接 し て い る の が よ い  
。 丸 み を 帯 び た 移 行 部 分 が 、 支 持 面 を 第 ２ 部 分 か ら 第 １ 部 分 へ 移 行 さ せ る こ と を 行 っ て も  
よ い 。 丸 み を 帯 び た デ ザ イ ン に よ っ て 、 傾 斜 面 上 で の 支 持 面 の ス ラ イ ド が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 、 固 定 タ ブ は 、 挿 入 口 か ら 離 れ 、 そ れ ぞ れ の 支 持 面 が 配 置 さ れ た 自 由 端  
を 有 し て も よ い 。 こ の よ う に し て 、 固 定 要 素 の 弾 力 性 が 得 ら れ 、 支 持 面 の 半 径 方 向 の 移 動  
が 促 進 さ れ る か 、 ま た は 提 供 さ れ る
【 ０ ０ ２ １ 】
　 支 持 面 は ま た 、 導 入 部 分 お よ び 移 行 部 分 を 有 し て も よ く 、 導 入 部 分 が 半 径 方 向 内 側 に 傾  
斜 し 、 移 行 部 分 が 半 径 方 向 外 側 に 傾 斜 し て い る 。 支 持 面 は ま た 、 導 入 部 分 お よ び 移 行 部 分  
を 有 し て も よ く 、 導 入 部 分 が 半 径 方 向 内 側 に 傾 斜 し 、 移 行 部 分 が 半 径 方 向 外 側 に 傾 斜 し て  
い る 。 移 行 部 分 が 、 導 入 部 分 へ の 滑 ら か な 移 行 を 提 供 し て も よ い 。 導 入 部 分 は 、 傾 斜 面 と  
平 ら に 接 触 し 、 半 径 方 向 の 偏 向 を 確 実 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 好 ま し く は 、 導 入 部 分 お よ び 移 行 部 分 が 、 導 入 部 分 お よ び 移 行 部 分 に 接 線 を 共 通 に し て  
隣 接 す る 湾 曲 部 分 を 囲 ん で い る 。 接 線 を 共 通 に し た 一 定 の 態 様 で 湾 曲 し た 部 分 を 配 置 す る  
こ と に よ り 、 固 定 タ ブ の 詰 ま り が 防 止 さ れ 、 よ り 単 純 な ス ラ イ ド 運 動 を 阻 害 す る こ と が な  
い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 導 入 部 分 が 、 対 応 す る 固 定 タ ブ の 周 方 向 の 境 界 縁 上 に 配 置 さ れ 、  
中 心 軸 に 垂 直 な 平 面 上 に 位 置 し 、 固 定 タ ブ を 通 っ て 中 心 方 向 に 延 び る 第 ２ の 半 径 線 に 対 し  
て 第 ２ の 角 度 を 形 成 し 、 第 ２ の 角 度 が ５ ５ ° か ら ６ ５ ° の 範 囲 に あ る 。 第 ２ の 角 度 は 、 第  
１ の 位 置 へ の 回 転 を 戻 す こ と を 促 進 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 移 行 部 分 は さ ら に 、 ７ ３ ° か ら ８ ０ ° の 範 囲 に あ る 第 ２ の 半 径 線 と の 第 ３ の 角 度 を 囲 む  
こ と が で き る
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 第 ２ の 位 置 に お け る 固 定 タ ブ が 、 凹 部 を 越 え て 半 径 方 向 外 側 に 突 出 し 、 開 い た  
装 置 を 表 示 す る た め の 表 示 要 素 と し て 機 能 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 ユ ー ザ は 、 固 定  
タ ブ の 一 部 が 凹 部 を 通 っ て 突 出 す る 場 合 、 装 置 が 完 全 に 閉 じ ら れ て い な い こ と を 直 ち に 識  
別 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 接 続 片 が 完 全 に 挿 入 さ れ て お ら ず 、 固 定 体 が 半 径  
方 向 に お い て そ こ に 完 全 に 係 合 し な い こ と を 示 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 最 後 に 、 有 利 な 実 施 形 態 に お い て は 、 固 定 要 素 が 、 回 転 を 開 始 さ せ る た め の 少 な く と も  
１ つ の グ リ ッ プ 要 素 を 有 し て い て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ に と っ て の 回 転 の 開 始 が 、  
接 続 片 ハ ウ ジ ン グ を 一 方 の 手 で 握 り 、 グ リ ッ プ 要 素 を 他 方 の 手 で 握 る こ と に よ っ て 著 し く  
単 純 化 さ れ 、 そ の 結 果 、 回 転 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の さ ら な る 特 徴 、 詳 細 お よ び 利 点 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 文 言 お よ び 図 面 を 参 照 し た  
以 下 の 実 施 形 態 の 説 明 か ら 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 装 置 の 部 分 断 面 立 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 装 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 装 置 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 装 置 の 縦 断 面 の 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 中 心 軸 に 対 し て 横 方 向 の 切 断 面 で の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 固 定 要 素 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 詳 細 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ は 、 ２ つ の 管 状 の 物 体 を 接 続 す る た め の 装 置 ２ を 、 部 分 断 面 立 体 図 で 示 し て い る 。  
装 置 ２ は 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ と 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ 内 に 挿 入 さ れ る 固 定 要 素 １ ２ と を  
有 す る 。 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ は 、 受 け 口 ８ を 有 す る ス リ ー ブ 部 分 ６ を 備 え 、 固 定 要 素 １ ２  
は そ こ に 挿 入 さ れ る 。 第 １ の 管 状 の 物 体 に 接 続 す る た め に 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ は 、 一 例  
と し て 、 溝 形 状 の プ ロ フ ァ イ ル を 備 え る 接 続 片 １ ０ を 有 し 、 該 接 続 片 は 、 第 １ の 管 状 の 物  
体 に く さ び 止 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 固 定 要 素 １ ２ は 、 受 け 口 ８ 内 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ 、 接 続 片 を 受 け 入 れ る た め の 挿 入 口  
１ ４ を 有 す る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 さ れ て い る 。 さ ら に 、 固 定 要 素 １ ２ は 、 周 方 向  
に 互 い に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に 半 径 方 向 内 側 に 向 く 固 定 体 １ ８ を 備 え  
る 固 定 タ ブ １ ６ を 有 す る 。 こ れ ら の 固 定 体 は 、 挿 入 口 １ ４ 内 に 配 置 さ れ た 接 続 片 の 相 補 的  
な 形 状 の 溝 に 係 合 す る 役 割 を 果 た す 。 固 定 タ ブ １ ６ は ま た 、 弾 性 的 に 変 形 可 能 で あ り 、 第  
１ の 半 径 方 向 位 置 （ 図 示 ） か ら 半 径 方 向 外 側 の 第 ２ の 半 径 方 向 位 置 へ 移 動 さ せ る こ と が で  
き る 。 挿 入 口 １ ４ に 挿 入 さ れ る 接 続 片 は 、 そ れ に 応 じ て 、 固 定 体 １ ８ に ラ ッ チ す る こ と が  
で き る 。 固 定 タ ブ １ ６ は ま た 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に お い て 、 固 定 端 ３ ０ と 自 由 端 ２ ８ と を 有  
す る 。 固 定 タ ブ は 、 自 由 端 ２ ８ が 半 径 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る よ う に 、 全 体 と し て 弾  
性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ は 、 各 固 定 タ ブ １ ６ に 対 し て 半 径 方 向 内 側 に 傾 斜 し た 傾 斜 面 ２ ０ を  
有 す る 。 そ れ ぞ れ の 固 定 タ ブ １ ６ は 、 該 当 す る 傾 斜 面 ２ ０ 上 に 半 径 方 向 内 側 の 支 持 面 ２ ２  
を 有 し て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 傾 斜 面 ２ ０ お よ び 支 持 面 ２ ２ と は 、 固 定 要 素 １ ２ が  
接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ の 中 心 軸 ２ ４ 回 り に 第 １ の 方 向 に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 固 定 タ ブ １  
６ が 第 ２ の 半 径 方 向 位 置 に 押 し 出 さ れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 示 さ れ た 例 示  
的 な 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 方 向 は 、 時 計 回 り 方 向 の 回 転 に 相 当 す る 。 無 負 荷 状 態 に お け る  
固 定 要 素 １ ２ は 、 す な わ ち 、 固 定 タ ブ １ ６ が 解 放 さ れ て 第 １ の 位 置 に 弾 性 復 元 す る と 、 そ  
の 間 に 、 第 １ の 方 向 と は 反 対 の 第 ２ の 方 向 に 回 転 し て 戻 さ れ る 。 そ の 結 果 、 第 ２ の 方 向 は  
、 時 計 回 り 方 向 と 反 対 の 回 転 に 相 当 す る 。 固 定 要 素 １ ２ の 一 方 向 へ の 回 転 に よ っ て 、 装 置  
２ は 、 挿 入 口 １ ４ 内 に 位 置 す る 接 続 片 を 解 放 し 、 さ ら な る 動 作 な し で 自 動 的 に 、 固 定 タ ブ  
１ ６ を 半 径 方 向 内 側 に 枢 動 さ せ て 戻 し た ロ ッ ク 状 態 に 再 び 戻 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 そ  
の 結 果 、 装 置 ２ は 自 動 的 に ロ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 装 置 ２ は 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ 内 に 配 置 さ れ 、 挿 入 口 １ ４ に 挿 入 さ れ た 接 続 片 の  
前 面 と 同 一 平 面 上 に 接 触 す る よ う に 構 成 さ れ た シ ー ル リ ン グ ２ ６ の 形 態 の シ ー ル 要 素 を 備  
え て い る 。 そ の 結 果 、 接 続 片 と 接 続 片 １ ０ と の 間 の 流 体 接 続 が 密 閉 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ で は 、 装 置 ２ が 別 の 方 向 か ら 示 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 固 定 要 素 １ ２ は 、 ま だ 受 け  
口 ８ 内 に 完 全 に 挿 入 さ れ て い な い 。 固 定 タ ブ １ ６ の 突 起 部 分 ４ ８ が 見 え て お り 、 当 該 突 起  
部 分 は 、 そ れ ぞ れ の 場 合 、 受 け 口 ８ 上 の 半 径 方 向 外 側 に 傾 斜 し た ガ イ ド 面 ５ ２ と 相 補 的 に  
形 成 さ れ た 、 半 径 方 向 内 側 に 傾 斜 し た 導 入 面 ５ ０ を 有 し て い る 。 固 定 要 素 １ ２ を 差 し 込 む  
こ と に よ っ て 、 固 定 タ ブ １ ６ は 、 固 定 要 素 １ ２ が 完 全 に 差 し 込 ま れ た と き に 、 突 起 部 分 ４  
８ が 周 方 向 側 で 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ の 凹 部 ３ ６ に 進 入 す る よ う に 、 半 径 方 向 内 側 に 押 し 込  
ま れ る 。 こ の よ う に し て 、 固 定 要 素 １ ２ は 組 み 立 て ら れ 、 上 述 し た 機 能 を 果 た す こ と が で  
き る 。 固 定 要 素 １ ２ は 、 突 起 部 分 ４ ８ の 半 径 方 向 内 側 に 一 種 の ス ト ッ プ リ ン グ ５ ４ を 有 し  
て い て も よ く 、 当 該 ス ト ッ プ リ ン グ は 、 突 起 部 分 ４ ８ の 半 径 方 向 内 側 へ の 向 き の 動 き を 規  
定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 図 ３ は 、 支 持 面 ２ ２ が 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ の 傾 斜 面 ２ ０ 上 に 載 っ て い る 、 固 定 タ ブ １ ６  
の 突 起 部 分 ４ ８ の 詳 細 図 で あ る 。 こ こ で は 、 支 持 面 ２ ２ と 傾 斜 面 ２ ０ と が 互 い に 対 応 す る  
よ う に 形 成 さ れ て い る こ と が 視 認 さ れ る 。 固 定 要 素 １ ２ を 時 計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ る と 、  
固 定 タ ブ １ ６ は 半 径 方 向 外 側 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 固 定 要 素 １ ２ が 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ に 挿 入 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。 挿 入 口 １  
４ に は 、 形 状 的 特 徴 と し て 周 方 向 の 溝 ５ ８ を 有 す る 挿 入 さ れ た 接 続 片 ５ ６ が 配 置 さ れ て い  
る 。 こ の 周 方 向 の 溝 は 、 固 定 タ ブ １ ６ の 固 定 体 １ ８ が 溝 ５ ８ に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て  
い る 。 こ の 図 で は 、 固 定 タ ブ １ ６ は 、 第 １ の 位 置 、 す な わ ち 半 径 方 向 内 側 に 示 さ れ て い る  
。 固 定 要 素 １ ２ が 回 転 す る こ と に よ っ て 、 突 起 部 分 ４ ８ は 、 固 定 体 １ ８ が 溝 ５ ８ か ら 離 れ  
る よ う に 半 径 方 向 外 側 に 移 動 す る 。 こ の ロ ッ ク 解 除 状 態 は 、 ユ ー ザ が 固 定 要 素 １ ２ を 第 １  
の 方 向 に 回 転 さ せ る か 、 ま た は 当 該 固 定 要 素 を 回 転 位 置 に 保 持 す る 限 り に お い て の み 維 持  
さ れ る 。 固 定 要 素 １ ２ が 解 放 さ れ る と す ぐ に 、 固 定 タ ブ １ ６ は 、 図 ４ に 示 さ れ る 状 態 に 弾  
性 復 元 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ で は 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ の 断 面 図 が 、 中 心 軸 ２ ４ に 垂 直 な 切 断 面 に お い て 示 さ れ  
て お り 、 こ の 切 断 面 は 、 傾 斜 面 ２ ０ に 隣 接 し て 延 び て い る 。 こ こ に 示 さ れ て い る の は 、 傾  
斜 面 ２ ０ と 、 中 心 軸 ２ ４ に 垂 直 な 平 面 上 に 位 置 し 、 同 時 に 凹 部 ３ ６ を 通 っ て 中 心 方 向 に 延  
び る 第 １ の 半 径 線 ｒ １ と の 間 に 囲 ま れ る 第 １ の 角 度 α で あ る 。 第 １ の 角 度 α は 、 好 ま し く  
は ７ ２ ゜ か ら ７ ４ ゜ の 範 囲 で あ る 。 第 １ の 半 径 線 ｒ １ は 、 対 称 線 ま た は 中 心 線 で あ る 。 支  
持 面 ２ ２ は 、 図 ３ に 見 ら れ る も の と 同 様 の 方 法 で 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 場 合 の 傾 斜 面 ２ ０ は 、 凹 部 ３ ６ の 周 方 向 の 端 部 ３ ８ に 配 置 さ れ て お り 、 支 持 面 ２ ２  
が 傾 斜 面 ２ ０ に 対 向 す る と き 、 こ の 支 持 面 は 周 方 向 の 端 部 ３ ８ の 方 向 に 移 動 せ ざ る を 得 な  
い 。 そ し て 、 突 起 部 分 ４ ８ は 、 傾 斜 面 ２ ０ お よ び 支 持 面 ２ ２ が 互 い に ス ラ イ ド す る こ と に  
よ っ て 、 半 径 方 向 外 側 に 押 し 出 さ れ る 。 固 定 体 １ ８ は こ の 動 き に 追 従 し て 、 挿 入 さ れ た 接  
続 片 ５ ６ の 溝 ５ ８ か ら 外 れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ は 、 接 続 片 ハ ウ ジ ン グ ４ に 面 す る 固 定 要 素 １ ２ の 前 面 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 こ こ で  
は 、 固 定 タ ブ １ ６ ま た は そ の 上 に 配 置 さ れ た 突 起 部 分 ４ ８ が 見 え る 。 図 示 の 例 示 的 な 実 施  
形 態 で は 、 ２ つ の 固 定 タ ブ １ ６ が 、 周 方 向 に １ ８ ０ ゜ オ フ セ ッ ト し て 配 置 さ れ て い る 。 ２  
つ の 対 向 す る グ リ ッ プ 要 素 ４ ６ は 、 そ れ ぞ れ の 場 合 、 そ こ か ら 周 方 向 に ９ ０ ゜ だ け 離 間 し  
て 配 置 さ れ 、 ユ ー ザ は そ れ に よ っ て 固 定 要 素 １ ２ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 最 後 に 図 ７ は 、 支 持 面 ２ ２ を 有 す る 突 起 部 分 ４ ８ の 拡 大 図 で あ る 。 そ れ に よ っ て 、 導 入  
部 分 ４ ０ が 形 成 さ れ 、 湾 曲 部 分 ４ ４ と 移 行 部 分 ４ ２ と が 続 い て い る 。 第 ２ の 角 度 β が 第 １  
の 角 度 α に 類 似 す る よ う に 選 択 さ れ る 一 方 で 、 移 行 部 分 ４ ２ は 比 較 的 ラ ン ダ ム に 選 択 さ れ  
る こ と が あ る 。 こ の 移 行 部 分 は 、 こ の 場 合 、 第 ２ の 半 径 線 ｒ ２ を ７ ３ ° か ら ８ ０ ° の 範 囲  
の 角 度 で 取 り 囲 む 第 ３ の 角 度 γ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 の 一 つ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 む し ろ 様 々 な 態 様 で 変  
更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 特 許 請 求 の 範 囲 、 明 細 書 お よ び 図 面 か ら 生 じ る 構 造 的 詳 細 、 空 間 的 配 置 、 お よ び プ ロ セ  
ス ス テ ッ プ を 含 む す べ て の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 個 々 に 、 お よ び 多 種 多 様 な 組 み 合 わ せ で 、  
本 発 明 の 本 質 と な り 得 る も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
２   装 置
４   接 続 片 ハ ウ ジ ン グ
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６   ス リ ー ブ 部 分
８   受 け 口
１ ０   接 続 片
１ ２   固 定 要 素
１ ４   挿 入 口
１ ６   固 定 タ ブ
１ ８   固 定 体
２ ０   傾 斜 面
２ １   第 １ 部 分
２ ２   支 持 面
２ ４   中 心 軸
２ ６   シ ー ル リ ン グ
２ ８   自 由 端
３ ０   固 定 端
３ ２   基 部
３ ４   移 行 部 分
３ ５   第 ２ 部 分
３ ６   凹 部
３ ８   周 方 向 の 端 部
４ ０   導 入 部 分
４ ２   移 行 部 分
４ ４   湾 曲 部 分
４ ６   グ リ ッ プ 要 素
４ ８   突 起 部 分
５ ０   導 入 面
５ ２   ガ イ ド 面
５ ４   ス ト ッ プ リ ン グ
５ ６   接 続 片
５ ８   溝
α   第 １ の 角 度
β   第 ２ の 角 度
γ   第 ３ の 角 度
ｒ １   第 １ の 半 径 線
ｒ ２   第 ２ の 半 径 線
ｒ ２ ´   第 ２ の 半 径 線 に 平 行 な 線
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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